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 本研究では、HPV16感染病巣由来 W12細胞株を用いて APOBEC3の HPV16への作用を検討している。W12は
ウイルス episomal DNAを保持するが、ゲノム挿入はない細胞株である。これまで別の研究よりインターフ
ェロンベータ(IFNb)が、ウイルス DNAの宿主ゲノム挿入を促進するという報告がある。そこでまず IFNb刺




異を解析した。その結果刺激依存的高頻度変異を検出された。また IFNb刺激時に発現誘導される A3A, A3G, 









 抗ウイルス因子 APOBEC3が HPV感染病態に関与しうる事をはじめて示した本研究は、関連領域の理解を
深めた意義ある研究であり学位授与に値すると評価される。 
 
